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開
会
に
際
し
、
渡
邊
康
生
会
長

は
、「
世
の
中
が
何
か
と
騒
が
し
い

中
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
今
年

度
は
中
期
５
か
年
度
計
画
の
初
年

度
と
し
て
、
①
会
員
の
増
強
と
質

の
向
上
②
就
業
開
拓
部
会
を
設

置
、
就
業
の
維
持
と
開
拓
③
西
東

京
市
の
ご
協
力
の
も
と
フ
レ
イ
ル

予
防
事
業
を
中
心
と
し
た
会
員
の

健
康
推
進
な
ど
に
努
め
て
い
き
た

い
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
の
西
東
京
市
長
丸
山
浩

一
様
か
ら
は
、
西
東
京
市
も
人
口

が
２
０
万
４
千
人
を
超
え
、
当
セ

ン
タ
ー
へ
の
感
謝
と
高
齢
者
も
健

康
で
長
生
き
す
る
こ
と
の
大
切

さ
、
東
京
都
議
会
議
員
石
毛
茂
様
、

桐
山
ひ
と
み
様
に
は
ご
祝
辞
、
市

議
会
議
長
田
中
の
り
あ
き
様
か
ら

は
あ
た
た
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

健
康
福
祉
部
長
萩
原
直
規
様
は
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
定
款
第
１
６
条
の

規
定
に
よ
り
議
長
に
北
村
武
彦
理

事
を
選
任
、
議
事
に
入
り
す
べ
て

の
議
案
が
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

社
員
総
会
当
日
の
会
員
総
数

１
、
１
９
１
名
の
う
ち
、
出
席
者
４

１
２
名
、
議
決
権
行
使
書
数
１
２

１
名
、
委
任
状
２
７
６
名
で
総
議

決
権
数
は
８
０
９
名
で
し
た
。 

（
出
席
率
６
８
％
） 

議
事
に
先
立
ち
、
健
康
福
祉
部

高
齢
者
支
援
課
在
宅
療
養
推
進
係

主
任
の
徳
丸
剛
様
か
ら
西
東
京
市

と
東
京
大
学
で
進
め
て
い
る
フ
レ

イ
ル
予
防
事
業
の
説
明
を
中
心
と

し
た
健
康
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

議
事
終
了
後
、
各
部
門
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

表
彰
さ
れ
た
方
々 

（
５
０
音

順
・
敬
称
略
） 
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第
９
回
定
時
社
員
総
会
を
開
催 

今
期
の
理
事
・
監
事
は
１８
人
体
制 

 

 

開
催 ６

月
２
０
日
午
後
、
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
社
員
総

会
で
は
、
平
成
３
０
年
度
の
監
査
報
告
、
事
業
報
告
の
後
、
平
成

３
０
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
役

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
理
事
１
６
名
と
監
事
２
名
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。(

２
面
参
照) 

う
ち
新
任
理
事
は
、
長
谷
川
幸
男
、
福
島 

宏
、

松
山
芳
幸
、
水
口
富
夫
の
４
氏
で
す
。 

 

役
員
表
彰 

（４
名
） 

小
松
啓
、
徳
山
巌
、 

長
尾
月
子
、
平
山
紀
美
子 

班
長
表
彰 

（７
名
） 

荒
川
洋
一
、
鎌
田
忠
春
、 

小
町
谷
孝
吉
、
齋
藤
廣
、 

蓼
沼
雄
一
郎
、
塚
越
一
巳
、

平
野
善
武 

配
布
事
業
表
彰
（
１
１
名
） 

（
就
業
歴
１
０
年
以
上
） 

大
島
美
枝
子
、
尾
嶋
光
教
、

菊
池
正
一
、
木
下
愛
子
、 

篠
原
英
子
、
仙
田
貞
文
、 

西
元
正
子
、
野
中
冨
雄
、 

水
口
富
夫
、
森
正
雄
、 

米
元
尚 

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ

ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 

お
知
ら
せ 

今
年
の
４
月
に
昼
食
を
と
る

た
め
に
当
セ
ン
タ
ー
の
車
で
飲

食
店
に
行
き
、
そ
の
際
に
飲
酒
を

す
る
と
い
う
事
案
が
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
事
案

を
調
査
・
整
理
す
る
た
め
に
、
当

セ
ン
タ
ー
の
規
定
に
基
づ
き
就

業
指
導
調
整
会
議
を
開
催
し
調

査
等
を
行
い
ま
し
て
、
最
終
的
に

は
就
業
上
不
適
格
と
し
て
処
分

を
し
ま
し
た
。
処
分
さ
れ
た
方
の

う
ち
、
お
一
人
に
は
就
業
の
全
部

中
止
と
い
う
重
い
処
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
就
業
中
の

食
事
等
に
飲
酒
を
決
し
て
し
な

い
よ
う
に
、
ま
た
市
民
の
方
等
か

ら
誤
解
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ

う
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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6
月
20
日
開
催
さ
れ
た
定
時
社
員
総
会
で

新
し
く
理
事
・
監
事
が
選
任
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
社
員
総
会
後
、
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会
で

会
長
、
副
会
長
、
常
務
理
事
を
再
任
し
、
各
理

事
の
委
員
会
・
部
会
、
地
域
班
の
担
当
分
野
を

決
め
て
、
新
し
い
布
陣
で
の
執
行
部
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

定
例
理
事
会 

１
．
定
時
社
員
総
会
付
議
事
項
ほ
か
社
員
総

会
に
関
す
る
こ
と
が
ら
が
諮
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
決
算
、
理
事
・
監
事
の

選
任
、
社
員
総
会
当
日
の
準
備
な
ど
で

す
。 

２
．
組
織
改
正
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

３
．
広
報
等
配
布
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー 

ム
の
設
置
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

４
．
貢
献
表
彰
制
度
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
設
置
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

５
．
平
田
、
白
瀬
両
監
事
か
ら
平
成
30
年
度

決
算
等
に
つ
い
て
、
監
査
の
結
果
適
正
で

あ
る
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

臨
時
理
事
会 

１
．
三
役
選
任
の
結
果
、
会
長
に
渡
邊
康
生

氏
、
副
会
長
に
柳
沢
進
氏
、
常
務
理
事
に

成
田
始
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

２
．
各
委
員
会
・
部
会
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。 

３
．
地
域
班
担
当
理
事
及
び
仕
事
別
グ
ル
ー

プ
担
当
理
事
を
決
め
ま
し
た
。 

 

加
熱
す
る
御
朱
印 

 

寺
院
に
参
拝
し
た
証
で
あ
る
御
朱
印
を
め

ぐ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
と
い
う

記
事
を
読
み
、
御
朱
印
収
集
家
の
一
人
と
し

て
、
今
一
度
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

元
号
が
令
和
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
ブ
ー

ム
が
過
熱
。
4
月
末
か
ら
「
平
成
」「
令
和
」

と
い
う
新
旧
の
元
号
が
御
朱
印
を
数
量
限
定

で
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
を
超
え
る
行
列

が
で
き
た
そ
う
で
す
。
御
朱
印
は
10
年
ほ
ど

前
か
ら
、
神
社
な
ど
に
も
広
が
り
ま
し
た
。
福

島
県
会
津
若
松
市
の
白
虎
隊
の
墓
の
近
く
に

あ
る
お
土
産
店
が
、
墓
参
者
と
丁
寧
に
や
り

取
り
を
し
な
が
ら
御
朱
印
を
広
め
て
き
た
そ

う
で
す
。 

近
年
で
は
、
こ
だ
わ
り
の
絵
柄
を
書
い
て

く
れ
る
神
社
に
は
希
望
者
が
殺
到
し
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
御
朱
印
帳
を
求
め
て
、「
御

朱
印
ガ
ー
ル
」
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
な
お
、
S

N

S
の
発
達
も
ブ
ー
ム
を
後
押
し
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
最
近
は
期
間
限
定
と
い
っ

た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
御
朱
印
」
も
登
場
。
数
百
円

の
志
納
金
で
授
与
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ネ
ッ
ト
で
２
７
万
３
千
円
の
値
を
つ
け

る
も
の
も
出
た
そ
う
で
す
。
加
熱
す
る
ブ
ー

ム
に
多
く
の
神
社
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
そ

う
で
す
。
あ
る
寺
の
住
職
は
「
高
齢
化
で
檀
家

も
減
り
、
寺
を
運
営
す
る
の
が
難
し
く
な
っ

て
き
た
。
救
い
は
御
朱
印
。
特
に
記
念
御
朱
印

は
大
き
な
収
入
源
で
す
」
と
打
ち
明
け
て
い

る
そ
う
で
す
。 

 

御
朱
印
の
由
来
は
、
写
経
を
寺
に
納
め
た

証
と
し
て
授
与
さ
れ
た
「
納
経
印
」
で
す
。 

（
理
事 

対
馬
明
夫
） 

 

ね
ん
り
ん 

  
 

第
158
号 

 

令
和
元
年
５
月
・
６
月 

理

事

会

報

告

 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催 

５
月
29
日
（
定
例
） 

６
月
20
日
（
臨
時
） 

６
月
26
日
（
定
例
） 

 

 

 

理 事 ・ 監 事 名 簿  

（注）色付部は新任 敬称略 

役職 氏 名 担当地域班 

代表理事 

会 長 
渡邊 康生 ―― 

代表理事 

副会長 
柳 沢  進 緑町、北原町 

業務執行理事 

常務理事 
成 田  始 ―― 

理 事 海 老  洋 東町、中町１、中町２ 

理 事 北村 武彦 
ひばりが丘 1 

ひばりが丘 2 

理 事 小池 宏一 東伏見  柳沢１, 柳沢２ 

理 事 佐藤 勝司 
向台町 1、新町、 

向台町 2 

理 事 対馬 明夫 
谷戸町1、谷戸町２ 

田無町２ 

理 事 長谷川美佐保 
住吉町、 

泉町 1、泉町 2 

理 事 長谷川幸男 
田無町1、南町１． 

南町２ 

理 事 福 島  宏 
芝久保町１、 

芝久保町２,芝久保町3 

理 事 堀  康 隆 西原町１,西原町２ 

理 事 松山 芳幸 
栄町・ひばり北 

北町、下保谷 

理 事 水口 富夫 
保谷町 1,保谷町 2

保谷町 3 

理 事 山田 孝輝 富士町１、富士町２ 

理 事 伊田 昌行 ―― 
 

監 事 平 田  昇 ―― 

監 事 白瀬 有季子 ―― 

（任期：令和元年 6 月 20 日から 

令和 3 年定時社員総会終結の時まで） 

新役員（敬称略）          右上：白瀬(監事)、右：伊田 

後列：長谷川、海老、松山、堀、北村、長谷川、福島、佐藤、小池、対馬 

前列：山田、平田(監事)、渡邊、柳沢、水口、成田 
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中町 2 班の班員は現在 21 人です。この 2

年ほどは入退会が多く、その出入りの数では

恐らく他の班と比べて1番ではないでしょう

か。そして班員数は 2 年前より少し減ってい

るのが現状です。 

中町 1 班（4 月現在 16 人）と２班とは合同

で班会を行っていますが、昨年度は２つの班

員合計数が減ったこと、班長がなかなか決ま

らないという問題があり、合併して 1 つの班

にという提案がありました。班長・副班長・

班会で話し合いを続け、結局合併はせずに 2

つの班のまま存続という結果になりました。

合併すると班長の負担が大きくなり、ますま

す班長のなり手がいなくなる、また市報等配

布要員が病気などで配布困難になった際、班

長が配布するという責任がかかる等の意見

が出て、この解決のためボランティア・配布

などの要員を他の班員間で分担することに

なりました。 

昨年 5 月、会員の親睦を目的として、１・

２班合同 10 人で東久留米市の綺麗な湧水の

流れる落合川周辺を歩き、昼食を食べる会を

行いました。このような集いもまた開催でき

ればと思います。（中町２班班長 渡部國夫） 

【地域班だより】 中町２班 

 

 

「
つ
も
り
ち
が
い
10
ヶ
条
」 

母
の
部
屋
に
い
つ
も
壁
に
貼
っ
て
あ
っ
た

の
が
こ
の
「
つ
も
り
ち
が
い
10
ヶ
条
」
で
す
。

出
展
は
曹
洞
宗
永
平
寺
の
古
跡
館
所
蔵
の
書

の
中
に
あ
る
の
だ
と
か
。 

 

博
識
の
皆
様
に
、
今
更
と
、
お
思
い
か
と

お
も
い
ま
す
が
敢
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

●

高
い
つ
も
り
で
低
い
の
が
教
養 

●

低
い
つ
も
り
で
高
い
の
が
気
位 

●

深
い
つ
も
り
で
浅
い
の
が
知
識 

●

浅
い
つ
も
り
で
深
い
の
が
欲
望 

●

厚
い
つ
も
り
で
薄
い
の
が
人
情 

●

薄
い
つ
も
り
で
厚
い
の
が
面
皮 

●

強
い
つ
も
り
で
弱
い
の
が
根
性 

●

弱
い
つ
も
り
で
強
い
の
が
自
我 

●

多
い
つ
も
り
で
少
な
い
の
が
分
別 

●

少
な
い
つ
も
り
で
多
い
の
が
無
駄 

 

ど
れ
も
我
が
身
に
当
て
は
ま
る
こ
と
ば
か

り
で
す
。
自
戒
を
込
め
て
毎
日
母
の
部
屋
で

口
に
出
し
て
読
ん
で
い
ま
す
。「
見
た
つ
も
り

で
、
確
認
し
た
つ
も
り
で
、
‥
た
ら
‥
れ
ば
」

い
ず
れ
も
起
き
て
し
ま
っ
た
過
去
形
で
す
。

未
来
型
で
行
動
起
こ
せ
ば
事
故
は
起
き
ま
せ

ん
。
皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。 

（
安
全
管
理
委
員 

山
崎 

紀
夫
） 

  

 

行事予定 開 催 日（令和元年 7 月~9 月） 

定例理事会 7 月 26 日(金)、8 月 30 日(金) 

女性限定入会説明会 7 月 22 日(月)：田無庁舎 102 会議室 

第２回地域班長会議 7 月 18 日(木) 

出張入会説明会 8 月 5 日(月)：保谷駅前公民館 

就業相談会 7 月 29 日(月) 

接遇研修会 8 月 15 日(木) 

入会説明会 8月14日（水）・9月11日（水） 

 

 

 

安 

全 

コ 

ラ 

ム 

 
 

 

 
 

当センターは初めて警視庁生

活安全部より地域安全活動を

積極推進した感謝状を授与 

渡邊会長は全国シルバー人
材センター事業協会より永
年貢献に表彰されました 

踏
切
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
（
5
月
11
日
～

20
日
）
中
の
平
日
5
日
間
、
田
無
駅
踏
切
見
守
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
、
30
名
の
会
員
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
初
日
13
日
、
引
継
ぎ
場
所
の
田
無
駅

交
番
前
に
渡
邊
会
長
、
成
田
局
長
、
柳
沢
委
員
長
、
平

山
副
委
員
長
ら
が
駆
け
つ
け
、
活
動
さ
れ
る
会
員
を

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
） 

環
境
美
化
運
動
に
490
人
が
参
加 

市
主
催
の
環
境
美
化
（
ご
み
ゼ
ロ
）
運
動
が
5
月

25
日
実
施
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
市
内
25
拠
点

の
ご
み
集
積
場
所
に
490
人
の
会
員
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
） 

接
遇
研
修
会
の
ご
案
内 

日
時
： 

令
和
元
年
8
月
15
日
（
木
） 

14
時
～
16
時 

場
所
： 

保
谷
庁
舎 

4
階
会
議
室 

対
象
： 

学
校
関
連
の
就
業
会
員 

（
関
係
者
に
は
事
務
局
よ
り
後
日
連
絡
し
ま
す
） 
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会
員
表
彰
を
受
け
て 

私
は
亥
年
生
ま
れ
の
84
歳
で
す
。 

6
月
20
日
第
9
回
の
定
時
社
員
総
会
で
会

員
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

谷
戸
小
学
校
及
び
谷
戸
第
2
小
学
校
の
校

庭
開
放
業
務
及
び
市
報
等
配
布
や
市
報
拠
点

業
務
を
含
め
て
合
計
20
年
間
就
業
し
て
き

ま
し
た
。 

校
庭
開
放
は
、
社
会
教
育
の
観
点
か
ら
遊

び
を
通
し
て
小
学
生
の
自
立
、
協
調
性
、
融

和
等
、
人
間
の
基
本
を
学
ぶ
大
切
さ
を
業
務

活
動
か
ら
私
も
学
ん
だ
次
第
で
す
。 

長
期
の
市
報
等
の
配
布
は
、
居
住
者
と
顔

な
じ
み
と
な
り
単
に
配
る
だ
け
で
な
く
、
お

互
い
の
気
心
が
判
る
よ
う
に
な
っ
て
、
高
齢

者
同
志
の
防
犯
や
病
気
、
介
護
、
終
活
な
ど

今
後
の
生
き
方
の
知
恵
を
学
び
ま
し
た
。 

私
は
以
前
、
公
務
員
や
行
政
書
士
の
経
験

が
あ
り
接
遇
に
も
役
立
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
「
高
齢

者
の
雇
用
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

い
て
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
の
理
念
で
、

就
業
、
社
会
参
加
も
果
た
し
て
い
ま
す
。 

（
緑
町
班 

野
中
冨
雄
） 

     
 

                      

                           

                           

             

事 業 実 施 状 況 

平成 31 年 
4 月分 

受託件数 
就業 
実人員 

契約金額  
就業率 
（％） 合計 比率 

前年同月比
（％） 

公共事業 46  25,760,597 64.5 100.1 男 74.8 
民間事業等 316  14,195,439 35.5 93.6 女 73.8 
合 計 362 891 39,956,036 100.0 97.7 計 74.5 

令和元年 
5 月分 

受託件数 
就業 
実人員 

契約金額  
就業率 
（％） 合計 比率 

前年同月比
（％） 

公共事業 48  25,820,940 61.1 98.6 男 74.2 
民間事業等 393  16,463,292 38.9 90.3 女 73.0 

合 計 441 886 42,284,232 100.0 95.2 計 73.8 

 

会  

員  

総  

数 

男 

性 
 
 
 

 
 

七
九
八
名 

女 

性 
 
 
 
 

三
九
七
名 

合 

計 
 
 

一
、
一
九
五
名 

（
6
月
26
日
現
在
） 

配
分
金
の
振
込
み
日
は 

６
月
就
業
分 

７
月
16
日
（
火
） 

７
月
就
業
分 

８
月
15
日
（
木
） 

８
月
就
業
分 

９
月
17
日
（
火
） 

就
業
相
談
会
（
予
約
制
） 

７
月
29
日
（
月
）
13
時
30
分
か
ら 

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。 

事
前
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

  

７月は安全就業強化月間です！  
 

会員の皆様には就業事故はもちろん、健康管

理に十分気をつけてお過ごしください。詳細は

別紙を参照ください  （安全管理委員会） 

 

 

 ◆無料体験講座◆ 

始めてパソコンにさわる方、教室の雰囲気を見
たい方を対象にマウス操作、入力の手ほどき、イ
ンターネット体験を行います。 
開催日 8 月 1 日（木）午後 1 時～4 時 
    9 月 5 日（木）午後 1 時～4 時 
受講料 無料 
申込みは往復ハガキに、講座名、開催日、住所、
氏名、電話番号を記入し、開催日 1 週間前まで
に下記へ。 
■宛先 〒202-0021 東伏見 6-1-36 
西東京市シルバー人材センター・パソコン教室 
場所 東伏見小学校西門入り体育館隣り 

（イラストはワードお絵かき作品です） 

――有料講座―― 
◆90 種類以上の講座を用意して 
お待ちしております。詳しいパンフレットを 
お送りします。(428-0787)へ。 

◆ホームページに詳しく載せております。 
「西東京市シルバー人材センターパソコン教
室」又は「https//:www.sjc.ne.jp/wtokyo1/」検索。 

病
院
で
見
た
人
間
模
様 

私
は
、
市
内
の
佐
々
総
合
病
院
の
駐
車
場
で

管
理
業
務
を
し
て
お
り
ま
す
。
日
常
の
仕
事
の

中
で
、
何
度
か
脳
裏
に
焼
き
付
き
、
胸
が
熱
く

な
る
よ
う
な
感
動
的
な
場
面
に
遭
遇
し
て
い

ま
す
。 

そ
の
中
の
ひ
と
つ
は
昨
年
の
秋
、
ど
ん
よ
り

と
曇
っ
た
午
後
の
こ
と
で
し
た
。
若
い
お
母
さ

ん
の
入
院
先
に
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
く
ら
い

の
男
の
子
が
パ
パ
と
一
緒
に
お
見
舞
い
に
き

て
か
ら
帰
る
時
の
こ
と
で
し
た
。
駐
車
場
の
出

口
ま
で
見
送
り
に
き
た
お
母
さ
ん
が
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
に
乗
せ
ら
れ
た
我
が
子
に
向
か

っ
て
窓
越
し
に
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
「
男

の
子
だ
か
ら
泣
か
な
い
で
パ
パ
の
言
う
事
を

よ
く
聞
い
て
幼
稚
園
に
い
く
の
よ
。
マ
マ
は
早

く
よ
く
な
っ
て
お
家
へ
帰
っ
た
ら
、、、、」
と
、

諭
す
よ
う
に
。
そ
の
時
、
男
の
子
は
泣
き
た
い

の
を
必
死
に
こ
ら
え
大
き
な
三
角
ベ
ソ
を
か

き
な
が
ら
唇
は
へ
の
字
に
し
て
歯
を
く
い
し
ば

っ
て
我
慢
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
の
い
た
い

け
な
姿
に
強
烈
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
母
親
は

車
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
見
送
り
、
病
室
に
戻
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
を
押
し
扉
が
開
く
ま

で
の
間
、
い
た
い
け
な
我
が
子
の
姿
を
思
い
出
し

て
か
、
泣
い
て
い
ま
し
た
。
親
子
と
家
族
の
絆
を

感
じ
、
今
で
も
そ
の
情
景
を
思
い
出
す
と
胸
が
熱

く
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
つ
い
最
近
で
は
、
若
い
夫
婦
に
子
供
が

生
ま
れ
退
院
の
時
の
出
来
事
で
す
。
初
孫
を
し
っ

か
り
抱
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
嬉
し
そ
う
な
顔

を
し
て
駐
車
場
か
ら
出
て
行
く
姿
を
目
に
し
て
、

思
わ
ず
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
か

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
感
動
的
な
場
面
を
体

験
し
つ
つ
、
患
者
さ
ん
か
ら
も
教
わ
る
こ
と
の
多

い
こ
の
就
業
場
所
に
日
々
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

（
柳
沢
2
班 

樽
井
秀
夫
） 

 
 
 

 

声 
(

こ 

え) 


